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特 徴 グランド・トランク鉄道 ボルチモア・オハイオ鉄道 ペンシルバニア鉄道
原 理 上級職（career）※ 福祉（welfare） 効率性（efficiency）
拠 出 従業員拠出型 － 雇用主拠出型
給 付 高 低 －
退 職 任意 任意 強制
引き出し ◯ × ×
最低給付 × ◯ ◯
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４０）MacNevin v. Solvey Process Co.（New York Supreme Court, Appellate Division,１８９８）,３２
App. Div.６１０,６１２－６１３; affirmed（１９０１）, Dolge v. Dolge（New York Supreme Court, Appellate
Division,１９０２）,７０App. Div.５１７. これらのケースを含む類似の判決の分析は，IRC報告
pp．６８３－６９６.を参照。またこの種の最初の判決は Pennie v. Reis（１８８９）だとされている。
また Umsheler v. Umsheler（１９４７）では，さらに雇用主拠出型と自発性の観点から「贈り物」
（gratuity）説を支持している（Harbrecht（１９５９）, p．１８３）。




























４３）The Department of Labor Bulletin, No．４８９,１９２９, p．２９１（Quadagno（１９８４）, p．６３７より）。
類似の規約紹介として Dunn（１９２７）, p．１８７。














退 職 年 齢 自発的退職





なし ６ （３．２％） １５ （７．９％） ２１（１１．１％）
１１８
※３
１０年 ２ （１．１％） ５ （２．６％） ７ （３．７％）
１５年 １ （０．５％） ４ （２．１％） １６ （８．５％） ２１（１１．１％）
２０年 ２ （１．１％） １ （０．５％） ３４（１８．０％） ４７（２４．９％） ８４（４４．４％）
２５年 ５ （２．６％） ３６（１９．０％） ４１（２１．７％）
３０年 ４ （２．１％） ３ （１．６％） ６ （３．２％） １３ （６．９％）
３５年 １ （０．５％） １ （０．５％）
４０年 １ （０．５％） １ （０．５％） 合計


























































































５０）Sass（１９９７）, p．８５. そのもととなる数値は IRC報告, p．５９６。











































５３）Monthly Labor Review, vol．２４, No．３,（１９２７）p．５３（新井（１９９３）, p．９２）.
５４）Committee on Education and Labor（１９７３）, p．５２０.
年金資産 年金負債（推計） 積立不足額（推計）
積立率（％）
最小 最大 最小 最大
雇用主拠出型 ２００ １，７１１ ２，１００ １，５１１ １，９００ ９．５％ ～１１．７％
積立プラン ２００ ５８１ ６３９ ３８１ ４３９ ３１．３％ ～３４．４％
うち信託形式 １４０ ３６０ ３９６ ２２０ ２５６ ３５．４％ ～３８．９％
うち準備金その他 ６０ ２２１ ２４３ １６１ １８３ ２４．７％ ～２７．１％
非積立プラン ０ １，１３０ １，４６１ １，１３０ １，４６１
（参考；鉄道プラン） ０ ７２８ ８３６ ７２８ ８３６
従業員拠出型 ７２ １０３ １６７ ３１ ９５ ４３．１％ ～６９．９％
保険型プラン ２４ ３５ ５５ １１ ３１ ４３．６％ ～６８．６％
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